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社会物理学の研究対象である意見凝集モデルにおいては，voterモデル [1]や majority ruleモ
デル [2]など様々なものが提案されている．ただ，そのミクロな意思決定の過程は抽象的であるこ
とが多い．例えば voterモデルにおいては，近隣のエージェントの意見に基づき確率的に意見更
新を行う．またmajority ruleモデルでは，グループ内での多数決を行うことによりグループ内の
意見をそろえるという手続きを踏む．つまり，近隣のエージェントやグループ内の意見に合わせ
意見更新をするという意思決定の過程が抽象的に与えられている．
本研究では，より具体的な設定の「ゲーム」を取り扱うことにより生じる意見の凝集を取り扱
う．解析にあたっては，不確実性の下での人の意思決定に関する理論であるプロスペクト理論
[3][4]を援用した．さらに，エージェントの均一性を逆温度 β とみなし簡単なモデル化を行うこと
により，多様な平衡状態 (一次転移，二次転移など) を持つことが示された．この現象に対して，
プロスペクト理論に基づくリスクへの態度の 4つのパターンから直観的な説明を与える．
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